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第３．学習指導要領上の位置付け 第１学年第２分野「いろいろな生物とその共通点」  

 

１ 単元の指導計画と一枚ポートフォリオの例 

（１）第１章「生物の観察と分類のしかた」（5時間）  

時 

間 
指導のねらい・学習活動  重点  記録 備考［記録方法］  

１ 

１．身近な生物  

・単元の導入として、身近にはどんな生物がいる

か考えさせ、発表することで興味をもたせる。  

態    

  

２ 

２．観察と記録の方法  

・タンポポの花をルーペを使って観察・スケッチ

し、正しい方法を理解する。  

知  

(態)  
○  

・ルーペの使い方を正しく理解してい

る。  

・正しい方法でスケッチしている。  

３ 

３．身近な生物の観察  

・校庭にて様々な生物を観察・記録し、生物カー

ドを作成する。  

知  

(態)  
〇  

・生物の生息場所や特徴などを具体的に

記録している。  

４ 

４．身近な生物の分類    

・作成した生物カードを元に、班で話し合い分類

し、発表する。  

思  

(態)  
  

・自分たちなりの基準で生物を分類し、

その共通点や相違点に気づくことができ

ている。  

５ 
・他の班の発表を聞いた後に、自分の考えを記述

する。  
(態)  〇  

  

 

学ぶ前の皆さんへ：  

身近にはどんな生物がいるでしょうか。また、それはどのような特徴で分類されるでしょうか。 

虫、犬、猫、鳥、木、草、花など。虫は足が六本、動物は足が４本、植物は緑色で動かない。  

日付  分かったことや学んだこと  もっと知りたいことや疑問点、課題点など  

〇/〇  

  

  

他の人の意見を聞いて、植物といっても様々な種類

があることが分かった。また、それぞれに違った特

徴があると知った。  

今日の授業で知らない生物がいくつか出てきていた

ので、実際に見てみたいと思った。身近にいるのか

な？  

〇/〇  

  

  

今まで雑草なんて気を付けて見たりしていなかった

ので、探すのは面白かった。種類によって生えやす

い場所と生えにくい場所があると思った。  

他の班が調べた生物は、自分たちが調べた  

ものとどう違うのか気になった。  

  

〇/〇  

  

  

生物カードを分類することで、それらの特徴を知る

ことができた。また、それぞれ生活する場所が違い、

うまくすみわけをしているのかなと思った。  

同じ場所にすんでいる生物は、逆に協力することも

あるのかと気になった。植物同士や、植物と虫とか。 

  

〇/〇  

  

  

他の班の発表を聞き、自分たちとは違う見方で分類

をしていて面白かった。植物の形については、私た

ちは考えていなかった。  

他にどんな分類方法や特徴があるのか知りたい。  

  

 

学んだ後の皆さんへ： 

身近にはどんな生物がいるでしょうか。また、それはどのような特徴で分類されるでしょうか。  
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動物は動く生物で、虫、犬、猫、鳥、人などがいる。中でも虫はさらにわけることができる。植物にもいろいろな

種類があり、日向に生えるもの、日陰に生えるもの、背の高いもの、低いものなどの特徴がある。  

 （２）第２章「植物の分類」（９時間）  

時 

間 
指導のねらい・学習活動  重点  記録 備考［記録方法］  

１ 

１．様々な植物  

・様々な植物を例示し、それについてタブレッ

トを用いて調べ分類する。  態    

  

２ 

２．花のつくり  

・花を分解して観察し、それぞれの部位の特徴

を見出し理解する。  
知  

(態)  
〇  

・花のつくりについて、観察を通してそ

れぞれの部位と特徴を見出している。  

３ 

３．めしべと果実のつくり  

・花の観察を通し、果実がどの部分からつくら

れるか理解する。  (態)    

  

４ 

４．葉や根のつくり  

・ダイコンやホウレンソウ、ニラなど野菜の観

察を通して、葉や根のつくりの共通点や相違点

に気付く。  

思  

(態)  
〇  

・平行脈・網状脈、主根と側根・ひげ根

などの特徴に気付くことができている。  

５ 

・観察の発表をし、単子葉類と双子葉類の特徴

をまとめ、理解する。  
(態)    

  

６ 

５．マツやイチョウのなかま  

・裸子植物の種類と特徴について、被子植物と

の共通点や相違点に着目しながら理解する。  (態)    

  

７ 

６．種子をつくらない植物  

・シダ植物やコケ植物の観察を通して、それら

の特徴を見出す。  

・シダ植物やコケ植物のふえ方についてまと

め、理解する。  

(態)    

  

８ 

７．植物の分類  

・被子植物、裸子植物、シダ植物、コケ植物に

ついてそれぞれの共通点や相違点をまとめ、理

解する。  

思  

(態)  
〇  

・コケ植物の観察において、被子植物等

の葉との共通点や相違点について気付く

ことができている。  
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９ 

・問題演習を通して植物のなかまの単元の学習

内容の理解を深める。  
(態)    

  

  

学ぶ前の皆さんへ： 

植物にはどのような種類があり、それぞれどのような特徴があるでしょうか。  

ニンジンやキャベツとかの野菜、タンポポとかの雑草、サクラみたいな木。野菜は食べられる、木はかたくて大き

くなる。雑草はそれ以外。  

日付  分かったことや学んだこと  もっと知りたいことや疑問点、課題点など  

〇/〇  

  

自分なりの考えで植物を分類することができた。    

  

〇/〇  

  

花の分解は楽しかった。うまく分解できてよかっ

た。  

  

  

〇/〇  種になる部分には元があった。  実になる部分はよくわからなかった。  

〇/〇  

  

  

いつも食べている野菜をよく見るのは初めてだった

のでおもしろかった。それぞれの特徴がわかった。 

他の野菜もどうなるのか知りたい。  

キャベツってどうなってるの？  

  

〇/〇  

  

単子葉類と双子葉類の違いがわかった。  

  

全部の野菜がこの二種類にわけられるのかな？  

〇/〇  裸子植物の特徴がわかった。    

〇/〇  

  

シダ植物とコケ植物の特徴がわかった。種子じゃな

いふえ方にビックリした！  

もっと小さい植物っているのかな？  

  

〇/〇  植物の分類がわかった。    

〇/〇  

  

問題をたくさん解いた。  

  

わからなかった問題はよく復習してわかるようにす

る。  

 

学んだ後の皆さんへ：  

植物にはどのような種類があり、それぞれどのような特徴があるでしょうか。  

種子でふえる被子植物、裸子植物。被子植物は果実をつくる。胞子でふえるシダ植物、コケ植物。シダ植物は根・

茎・葉の区別がある。野菜や木や雑草もそれぞれにわけられる。  
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（３）第３章「動物の分類」（７時間） 

時 

間 
指導のねらい・学習活動  重点  記録 備考［記録方法］  

１  １．様々な動物  

・様々な動物を例示し、調べ、分類する。  
態  〇  

・様々な動物に興味を示し、主体的に分

類しようという態度が見られる。  

２  ２．脊椎動物の特徴と分類  

・脊椎動物について、生活する場所や体表、ふ

え方に着目して特徴を理解する。  (態)    

  

３  ・脊椎動物の分類を表にまとめ、それぞれの共

通点や相違点も含めて理解する。  
(態)    

  

４  ３．無脊椎動物の特徴と分類  

・アサリの解剖をし、脊椎動物との共通点や相

違点に気付かせる。  
思  

(態)  
〇  

・外套膜やあし、えらなどの体のつくり

に着目してスケッチできている。  

５  ・軟体動物、節足動物、その他の無脊椎動物の

分類について、それぞれの特徴や具体的な生物

について理解する。  (態)    

  

６  ４．動物の分類  

・脊椎動物や無脊椎動物について、その分類や

特徴について表でまとめ、理解する。  (態)    

  

７  ・問題演習を通して理解を深める。  

・ポートフォリオを完成させ、本単元の学びを

振り返る。  (態)    
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学ぶ前の皆さんへ：  

動物にはどのような種類があり、それぞれどのような特徴があるでしょうか。  

犬、猫、虫、キリン、魚、鳥など。魚は水中にすんでいる。虫は足が６本。鳥はつばさをもつ。他は哺乳類。  

日付  分かったことや学んだこと  もっと知りたいことや疑問点、課題点など  

〇/〇  

  

動物は思っていたよりもいろいろなものがいること

に気付いた。クラゲも動物なのか…  

他にどんな動物がいるのか知りたい。  

  

〇/〇  

  

  

脊椎動物でまとめると、魚も人間も同じなかまとい

うことがわかった。鳥は思ったよりも人間と似てい

る部分が多いと感じた。  

クジラが哺乳類なのはなぜ？  

  

  

〇/〇  

  

  

表にしてみるとわかりやすい。ふえ方や体表にも特

徴があることがわかった。哺乳類以外もいろんな分

類があった。  

イカは表面がぬるぬるしていてカエルに近  

いけど、違うなかま？  

  

〇/〇  

  

  

アサリの解剖おもしろかった！これからみそ汁に入

っていたら解剖する。目だと思っていたところは目

じゃなかった。  

他の生き物も解剖してみたい。  

  

  

〇/〇  

  

  

  

無脊椎動物にもいろいろいることがわかった。水族

館にいってみたいと思った。イソギンチャクみたい

に動かないものも動物なんだとわかった。  

まだまだ知らないことが多い。  

  

  

  

〇/〇  

  

  

同じようなものでも違う種類だったり、違うような

ものでも同じ種類だったりしていておもしろかっ

た。  

無脊椎動物は水にすんでいるものが多いの  

はなんでだろう。  

  

〇/〇  

  

しっかりそれぞれの分類の特徴を理解することがで

きた。  

  

  

 

学んだ後の皆さんへ：  

動物にはどのような種類があり、それぞれどのような特徴があるでしょうか。  

脊椎動物と無脊椎動物に大きくわかれていて、脊椎動物には背骨があり、無脊椎動物には骨がない。脊椎動物には

恒温で胎生の哺乳類、恒温で卵生の鳥類、うろこでおおわれていて肺呼吸のは虫類、子どもは水中、親は陸上で生

活する両生類、水の中で生活する魚類がいる。無脊椎動物には外骨格でおおわれている節足動物、外とう膜をもつ

軟体動物、それ以外の生物に分けられる。  
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２ 評価の見取り方  

（１）ＯＰＰシートの見取り  

（ア）生物の観察と分類のしかたのOPPシートについて  

【授業を通して「分かったこと」「学んだこと」】  

全ての授業において振り返りをすることができていることから、毎授業において何

を学んだかを整理し、粘り強く学習に取り組もうという姿勢が見られる。記述の内容に

ついては、授業で学習した新出の単語や考え方の要点を押さえ、具体的かつ詳細に書い

ている。よって粘り強く学習に取り組む側面は「十分満足できる」状況（Ａ）である。  

【授業を通して「もっと知りたいことや疑問点、課題点など」】  

毎授業で自分の分からなかったことやもっと知りたいこと、調べてみたいことについて具体的かつ詳細に

書くことができている。例えば、生物カードを作成して特徴をまとめる授業では、「同じ場所にすんでいる

生物は、逆に協力することもあるのかと気になった。」との記述が見られるが、ここから自分なりに生物の

生態に興味をもち、生態系の概念につながる思考をしている。よって、学習を調整する態度は「十分満足で

きる」状況（Ａ）である。  

以上より、主体的に学習に取り組む態度の観点で「十分満足できる」状況（Ａ）と判断できる 

 

（イ）植物の分類のOPPシートについて  

【授業を通して「分かったこと」「学んだこと」】  

全ての授業において振り返りをすることができていることから、毎授業において何

を学んだかを整理し、粘り強く学習に取り組もうという姿勢が見られる。記述の内容

については、学習よって粘り強く学習に取り組む側面は「おおむね満足できる」状況

（Ｂ）である。  

もっと具体的かつ詳細に書くことで、より学習内容を整理することができる。例えば被子植物の分類の授

業においては、「被子植物は、葉脈の通り方・根の形・子葉がつく数で分類できる。」などと書けると良い。 

【授業を通して「「もっと知りたいことや疑問点、課題点など】  

授業の内容を基に、次の学習につながるような疑問点や課題点を挙げることができている。記述の具体性

に関しては少し改善の余地はあるため、自己を調整する側面は「おおむね満足できる」状況（Ｂ）である。  

例えば、種子植物の分類において、「被子植物はなぜ子房に包まれる必要があるのか。」、「被子植物と

裸子植物で受粉する場所がちがうのはなぜなのか。」などと書けていれば、学習の調整をしようとしている

ことが読み取られる。  

以上より、主体的に学習に取り組む態度の観点で「おおむね満足できる」状況（Ｂ）と判断できる。  

 

（ウ）動物の分類のOPPシートについて  
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【授業を通して「分かったこと」「学んだこと」】  

全ての授業において振り返りをすることができていることから、毎授業において何を学ん

だかを整理し、粘り強く学習に取り組もうという姿勢が見られる。記述の内容については、

学習よって粘り強く学習に取り組む側面は「おおむね満足できる」状況（Ｂ）である。  

もっと具体的かつ詳細に書くことで、より学習内容を整理することができる。例えばセキ

ツイ動物の分類の授業においては、「ヒトと鳥では、翼などの移動手段にちがいが見られるが、体温調節を

する点で似ている。」などと書けると良い。 

【授業を通して「「もっと知りたいことや疑問点、課題点など】  

毎授業で自分の分からなかったことやもっと知りたいこと、調べてみたいことについて具体的かつ詳細に

書くことができている。例えば、無セキツイ動物の分類の授業では、「無脊椎動物は水にすんでいるものが

多いのはなんでだろう。」との記述が見られるが、ここから自分なりに生物の形態に興味をもち、生物の共

通性と多様性の概念につながる思考をしている。よって、学習を調整する態度は「十分満足できる」状況（Ａ）

である。  

以上より、主体的に学習に取り組む態度の観点で「十分満足できる」状況（Ａ）と判断できる 

 

（２）評価Ｃの生徒に対する今後の指導の手立て  

 一枚ポートフォリオを書き、学習を振り返る時間を十分に確保する。また、学習プリントや板書、授業

スライド等、自らが学習をまとめやすいものを参考に、授業の中でどのような力がついたのか、何を考え

たのかを具体的に示し、分かりやすく表現できるよう助言する。 

 また、話合いの中で出てきた議題や深まった考え方をまとめ、次の学習につなげる活動も指導していく

必要がある。 

 

３ 指導と評価の一体化を図るために  

 主体的に学習に取り組む態度の評価は、自らの学習を調整して科学的に粘り強く探究する力を養うことか

ら、日常の学習を細かく見取る必要がある。一枚ポートフォリオを利用して、生徒一人ひとりがどのよう

なことをどのようにして学んだのか記録として残るので、主体的に学習に取り組む態度を数値で評価しや

すくなる。また、一枚ポートフォリオの成果が適正に評価されているか、今後の生徒の学習への取組を観

察することで、教員の指導方法の改善につながる。 

（中野区立南中野中学校 齋藤 吉伸）  
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第４．学習指導要領上の位置付け   第１学年第２分野「大地の成り立ちと変化」 

 

１ 単元の指導計画及び一枚ポートフォリオの例 

（１）第１章「火山活動と火成岩」（４時間） 

時

間 指導のねらい・学習活動  重点  記録 重点観点の評価基準  

1  

・火山とはどのような山だろうか。

私たちにどのような影響をあた

えているのだろうか。  

思 

(態)  

・火山について、周囲のようすや生活などと関連付

けて考えている。  

2  

第１節 火山の姿からわかること  

・マグマの性質と火山の形のどん

な関係があるのか考える。  

思 

(態) 
 

・マグマの性質と火山の形のどんな関係があるの

か考え表現している。  

3  

第２節 火山がうみ出す物  

・火山灰がどのような物でできて

いるのか調べる。  

・観察２ 火山灰にふくまれる物  

知 

(態) 
〇 

・火山灰にふくまれる物を観察し、スケッチするこ

とができる。  

・双眼実態顕微鏡を正しく操作できる。  

4  

第３節 火山の活動と火成岩  

・火成岩の色やつくりについて調

べ、ちがいがなぜ生じるか考え

る。  

・観察３ 火成岩の観察  

思 

(態) 
〇 

・花崗岩と流紋岩を観察し、違いについて説明でき

る。  
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（２）第２章「地震の伝わり方と地球内部の働きについて」（５時間） 

時

間 指導のねらい・学習活動  重点  記録 重点観点の評価基準  

１ 

第１節 地震のゆれの伝わり方  

・震源で発生したゆれが、どのようにして伝

わるか調べる。  

・実習１ 地震の波の伝わり方  

知   

(態)  
 

・地震の波の伝わり方について観察し、 

伝わり方の違いを説明できる。  

２  

・地震の揺れの尺度である震度とマグニチュ

ードについて学ぶ。  

・地震の分布図とプレートの境界図から、 

地震の起きそうな地点の特徴を考える。  

思  

(態)  
〇 

・地震分布図とプレートの境界地図をも

とに、地震が起きる地点とプレートとの

関係を見出し、推論している。  

３  

第２節 地震が起こるところ  

・地震は、どのようなところでどのようにし

て起こるか考える。  

知  

(態)  
 

・プレートのでき方やプレートの移動、地

震の起きる仕組みについて理解してい

る。  

４  

・日本周辺の海溝や海嶺、プレートの移動方

向について調べ、日本付近で地震が起きそ

うな地点について考える。  

思  

(態)  
 

・海溝や海嶺の位置、プレートの移動方向

から、日本付近で地震が起きそうな地点

について推論している。  

５  

第３節 地震に備えるために  

・地震によって起こる被害を最小限におさえ

るためにはどのようなことが必要か考え

る。  

思  

(態)  
〇 

・地震によって起こる被害を最小限にお

さえるためにはどのようなことが必要

か考え、記述することができる。  
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（３）第３章「地層の重なりと過去の様子」（６時間） 

時

間 指導のねらい・学習活動  重点  記録 備考 [記録方法]  

1  

第１節 地層のつくりとはたらき 

・れき、砂、泥がどのようにして地層

をつくるか考える。  

思  

（態）  
〇 

・地層のでき方について考え予想することが

できる。  

2  

第２節 堆積岩  

・それぞれの堆積岩にどのような特

徴があるか調べる。  

・観察４ 堆積岩の見分け方  

知  

（態）  
 

・堆積岩を観察し、それぞれの特徴をスケッ

チすることができる。  

3  

第３節 地層や化石からわかること  

・地層や化石から、どのようなことが

わかるか考える。  

思  

（態）  
〇 

・示準化石、示相化石を提示し、そこからわ

かることを考え説明することができる。  

4  

第４節 大地の変動  

・海底でできた地層が見られる山脈

や山地は，どのような力でつくら

れるか考える。  

知  

（態）  
〇 

・プレートの動きについて映像資料をみて、

海嶺や海溝ができる仕組みについて理解し

ている。  

5  

第５節 身近な大地の歴史  

・地層から大地の歴史を知るには、何

を調べてまとめればよいか考え

る。  

思  

（態）  
 

・ボーリング資料から、地層の広がり方を推

測することができる。  

6  

学習内容の整理・確かめと応用  

態   

・毎回の授業で自らの学習を振り返ってい

る。授業の内容を踏まえ新たな疑問や課題

を設定している。  
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２ 評価の見取り方 

（１）ＯＰＰシートの見取り 

（ア）火山活動と火成岩のＯＰＰシート例について  

【授業を通して「分かったこと」「わからなかったこと」】  

授業で学習した用語、その説明が書かれている。よって粘り強く学習に取り組む側面は、

「おおむね満足できる」状況（Ｂ）である。  

【授業を通して「疑問に思ったこと」「もっと知りたいこと」】  

「公園などに行ったときに石の色、形などに注目して、石を見たい」「ホテルの床の模様などに注目したい」

という記述があることから、新しい見方考え方をはたらかせていると考えられる。自己を調整する側面は、

「十分満足できる」状況（Ａ）である。  

以上より、「３×３ルーブリック」において、黒色の位置であると判断し、主体的に学習に取り組む態度の

評価を「十分満足できる」状況（Ａ）、または「おおむね満足できる」状況（Ｂ）とした。（Ａ）か（Ｂ）か

は、学校の実態、学校で定めた目標に合わせて判断するのがよい。  

  

（イ）地震の伝わり方と地球内部の働きについての OPP シート例について  

【授業を通して「分かったこと」「わからなかったこと」】  

毎回の授業で学習した内容を自分の言葉で表現している。よって粘り強く学習に取り組む

側面は、「十分満足できる」状況（Ａ）である。  

【授業を通して「疑問に思ったこと」「もっと知りたいこと」】  

授業を通して「疑問に思ったこと」「もっと知りたいこと」については十分書かれていない。

よって、自己を調整する側面は、「努力を要する」状況（Ｃ）である。  

以上より、「３×３ルーブリック」において、黒色の位置であると判断し、主体的に学習に取り組む態度の

評価を「おおむね満足できる」状況（Ｂ）とした。  

  

（ウ）地層の重なりと過去の様子のＯＰＰシート例について  

【授業を通して「分かったこと」「わからなかったこと」】  

授業で学習した用語、その説明が書かれていることから、粘り強く学習に取り組む側面は、

「おおむね満足できる」状況（Ｂ）である。  

【授業を通して「疑問に思ったこと」「もっと知りたいこと」】  

次の授業につながるような発展的な記述ではないが、授業を通して感じた疑問点や考えを書くことはでき

ている。そのことより、自己を調整する側面は、「おおむね満足できる」状況（B）である。  

以上より、「３×３ルーブリック」において、黒色の位置であると判断し、主体的に学習に取り組む態度の

評価を「おおむね満足できる」状況（Ｂ）とした。 
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（２）評価Ｃの生徒に対する今後の指導の手立て  

授業時間内にＯＰＰシートに取り組ませる時間を設定する。その際、本時のめあてや課題に着目させなが

ら授業一時間を振り返らせる。また、教科書に書いてある表現を使わせたり、重要用語を記入させたり、ス

モールステップで取り組ませていく。  

 

３ 指導と評価の一体化を図るために 

 この単元は、火山と火成岩、地震の伝わり方と地球内部の働き、地層の重なりと過去の様子からなる。それ

ぞれ、私たちが暮らす地球についての学習であり、日本は火山も多く、地震も多いため、身近に感じること

のできる単元である。しかし、実際に火山を見学に行たり、地震を体験するといった活動は計画的に行うこ

とはできず、生徒の今までの生活体験に頼らざるをえない。そのため、動画資料や、 webマップの活用は効

果的だが、座学が多くなりがちな単元である。そこで、ルーブリックで達成目標を明確に示し、ＯＰＰシー

トを活用することで、生徒自身が主体的に自然現象について考える場面を設定していくことが大切だと考え

る。教科書にある課題や発問を利用することで、教員も負担少なく生徒に考えさせる活動を取り入れること

ができる。1 人 1 台タブレットを所有しているため、課題についてインターネットで検索させることで、多

くの資料を集めることができる。こうした活動を繰り返していくことで生徒が主体的に取り組み、科学的な

資質・能力を育成していくことができる。  

  

（大田区立大森東中学校 高﨑 紀昭）   
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